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(57)【要約】
【課題】潜在的な皺を効率良くケアする事を可能にする
皺ケア支援装置を提供すること。
【解決手段】皺ケア支援装置１００は、所定の刺激の付
与によって皮膚に発生した皺の、発生後の変化を検出す
る皺変化検出部１４０と、検出された変化に基づいて、
皺が潜在的な皺であるか否かに対応付けられた情報を判
定する皺ケア情報判定部１６０と、判定された情報を出
力する情報出力部１７０と、を有する。なお、皺ケア支
援装置１００は、皮膚を撮影した画像を取得する画像取
得部１２０と、取得された画像から皺の検出を行う皺検
出部１３０と、を更に有し、上記変化は、所定の刺激の
付与が開始されてから皺が検出されなくなるまでの皺消
滅時間を含んでもよい。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の刺激の付与によって皮膚に発生した皺の、発生後の変化を検出する皺変化検出部
と、
　検出された前記変化に基づいて、前記皺が潜在的な皺であるか否かに対応付けられた情
報を判定する皺ケア情報判定部と、
　判定された前記情報を出力する情報出力部と、を有する、
　皺ケア支援装置。
【請求項２】
　前記皮膚を撮影した画像を取得する画像取得部と、
　取得された前記画像から前記皺の検出を行う皺検出部と、を有し、
　前記変化は、前記所定の刺激の付与により現われた前記皺が検出されてから検出されな
くなるまでの皺消滅時間を含む、
　請求項１に記載の皺ケア支援装置。
【請求項３】
　前記皺消滅時間毎に皺ケアに関する情報を対応付けて記述したテーブルを予め格納する
情報格納部、を有し、
　前記皺ケア情報判定部は、
　前記テーブルを参照して、検出された前記皺消滅時間に対応する前記皺ケアに関する情
報を判定する、
　請求項２に記載の皺ケア支援装置。
【請求項４】
　前記皮膚の主の年齢、前記皮膚の周囲の気温、および前記皮膚の周囲の湿度、のうち少
なくとも１つを含む付加情報を取得する付加情報取得部、を有し、
　前記テーブルは、前記付加情報の内容毎に、前記皺ケアに関する情報を対応付けて記述
し、
　前記皺ケア情報判定部は、
　前記テーブルを参照して、取得された前記付加情報に対応する前記情報を判定する、
　請求項３に記載の皺ケア支援装置。
【請求項５】
　前記皺ケアに関する情報は、前記皺の種別を含み、
　前記皺の種別は、潜在的な皺を少なくとも含む、
　請求項３に記載の皺ケア支援装置。
【請求項６】
　前記皺ケアに関する情報は、前記皺ケアの内容を含み、
　前記皺ケアの内容は、潜在的な皺に適した皺ケアの内容を少なくとも含む、
　請求項３に記載の皺ケア支援装置。
【請求項７】
　前記皺検出部は、
　取得された前記画像から顔の特定の領域を検出し、検出された前記領域に限定して前記
皺の検出を行う、
　請求項２に記載の皺ケア支援装置。
【請求項８】
　前記情報を出力する前に検出された前記皺消滅時間と、前記情報を出力した後に検出さ
れた前記皺消滅時間と、に基づいて、出力された前記情報に基づいて実行されたと推定さ
れる皺ケアの有効性を評価する皺ケア評価部、を有する、
　請求項２に記載の皺ケア支援装置。
【請求項９】
　前記所定の刺激は、手指による皮膚のマッサージを含む、
　請求項１に記載の皺ケア支援装置。
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【請求項１０】
　所定の刺激の付与によって皮膚に発生した皺の、発生後の変化を検出するステップと、
　検出された前記変化に基づいて、前記皺が潜在的な皺であるか否かに対応付けられた情
報を判定するステップと、
　判定された前記情報を出力するステップと、を有する、
　皺ケア支援方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚の皺を軽減するための対策を支援する皺ケア支援装置および皺ケア支援
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、皮膚の皺の軽減を目的として、マッサージや美容液の塗布といった各種の対策が
広く行われている。近年、既に顕在化した皺の軽減に加えて、皺の増加の防止をも含めた
対策（以下、適宜「皺ケア」という）を行いたいという市場の要求が高まっている。
【０００３】
　そこで、例えば、特許文献１に記載された技術を用いることが考えられる。特許文献１
に記載の技術（以下「従来技術」という）は、顔の表情や向きを変化させたときの皮膚の
各所の変位を検出する。変位が周囲よりも大きい部分は、皺が発生し易い部分といえる。
したがって、このような従来技術を用いることにより、皺が発生し易い部分を検出し、皺
の増加を防止するための皺ケアを効率良く行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００９－５１８１２５号公報
【特許文献２】特開平３－１１８０３６号公報
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】桑水流理、外２名、「老化による力学特性変化を考慮した皮膚のしわ特
性解析」、日本シミュレーション学会論文誌、２００９年、Ｖｏｌ.１、Ｎｏ.４、ｐ.６
６－７３
【非特許文献２】市橋正光、八木雅之、埜本慶太郎、米井嘉一、"Glycation Stress and 
Photo-Aging in Skin", Anti-Aging Meticine 8(3):23-29, 2011
【非特許文献３】佐藤哲、「加齢にともなう皮膚の伸展性と収縮性の変化」、日本老年医
学会雑誌、１９８２年７月、１９巻、４号、ｐ.３７６－３８０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、皮膚の変位の仕方は、個人差が大きい。このため、従来技術を用いたと
しても、近い将来に顕在化する可能性の高い皺（以下「潜在的な皺」という）を精度良く
検出することができず、不要な皺ケアが行われたり、必要な皺ケアが行われなかったりす
るおそれがある。したがって、潜在的な皺を効率良くケアする事を可能にする技術が望ま
れる。
【０００７】
　本発明の目的は、潜在的な皺を効率良くケアする事を可能にする皺ケア支援装置および
皺ケア支援方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示の皺ケア支援装置は、所定の刺激の付与によって皮膚に発生した皺の、発生後の
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変化を検出する皺変化検出部と、検出された前記変化に基づいて、前記皺が潜在的な皺で
あるか否かに対応付けられた情報を判定する皺ケア情報判定部と、判定された前記情報を
出力する情報出力部と、を有する。
【０００９】
　本開示の皺ケア支援方法は、所定の刺激の付与によって皮膚に発生した皺の、発生後の
変化を検出するステップと、検出された前記変化に基づいて、前記皺が潜在的な皺である
か否かに対応付けられた情報を判定するステップと、判定された前記情報を出力するステ
ップと、を有する。
【発明の効果】
【００１０】
　本開示によれば、潜在的な皺を効率良くケアする事を可能にする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態１に係る皺ケア支援装置の構成の一例を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態２に係る皺ケア支援装置の構成の一例を示すブロック図
【図３】本実施の形態２における皺種別テーブルの一例を示す図
【図４】本実施の形態２に係る皺ケア支援装置の動作の一例を示すフローチャート
【図５】本実施の形態２における情報表示画面の一例を示す図
【図６】本実施の形態２における情報表示画面の他の例を示す図
【図７】本発明の実施の形態３に係る皺ケア支援装置の構成の一例を示すブロック図
【図８】本実施の形態３における皺ケアテーブルの一例を示す図
【図９】本実施の形態３に係る皺ケア支援装置の動作の一例を示すフローチャート
【図１０】本実施の形態３における情報表示画面の一例を示す図
【図１１】本発明の実施の形態４に係る皺ケア支援装置の構成の一例を示すブロック図
【図１２】本実施の形態４における評価テーブルの一例を示す図
【図１３】本実施の形態４における追加皺ケアテーブルの一例を示す図
【図１４】本実施の形態４に係る皺ケア支援装置の動作の一例を示すフローチャート
【図１５】本実施の形態４における情報表示画面の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の各実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１３】
　（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１は、本発明の基本的態様の一例である。
【００１４】
　図１は、本実施の形態に係る皺ケア支援装置の構成の一例を示すブロック図である。
【００１５】
　図１において、皺ケア支援装置１００は、皺変化検出部１４０、皺ケア情報判定部１６
０、および情報出力部１７０を有する。
【００１６】
　皺変化検出部１４０は、所定の刺激の付与によって皮膚に発生した皺の、発生後の変化
を検出する。
【００１７】
　皺ケア情報判定部１６０は、検出された変化に基づいて、皺が潜在的な皺であるか否か
に対応付けられた情報を判定する。
【００１８】
　情報出力部１７０は、判定された情報を出力する。
【００１９】
　なお、皺ケア支援装置１００は、図示しないが、例えば、ＣＰＵ（Central Processing
 Unit）、制御プログラムを格納したＲＯＭ（Read Only Memory）等の記憶媒体、および



(5) JP 2016-101365 A 2016.6.2

10

20

30

40

50

ＲＡＭ（Random Access Memory）等の作業用メモリを有する。また、皺ケア支援装置１０
０は、図示しないが、例えば、ＣＰＵによって動作を制御される、皺の状態の変化を検出
するために必要なカメラ等のセンサ機器、および、情報を出力するために必要な液晶ディ
スプレイ等の情報出力機器を有する。この場合、上記した各部の機能は、ＣＰＵが制御プ
ログラムを実行することにより実現される。
【００２０】
　このような皺ケア支援装置１００は、潜在的な皺を効率良くケアする事を可能にする。
【００２１】
　（実施の形態２）
　本発明の実施の形態２は、皺の種別を提示する場合の、本発明の具体的態様の一例であ
る。
【００２２】
　＜皺の種別について＞
　皮膚の皺には、常に視認することができる皺（以下「顕在的な皺」という）、および、
顔の表情を変化させた時等にのみ一時的に視認することができる皺（以下「一時的な皺」
という）の他、顕在的な皺になりつつあるが普段は視認されない皺（以下「潜在的な皺」
という）がある。
【００２３】
　潜在的な皺は、普段は視認されないため、その存在が気付かれ難い。また、潜在的な皺
は、顔の表情を変化させる等すれば視認することができるが、一時的な皺との区別がし難
い。
【００２４】
　ところが、一時的な皺と潜在的の皺との間には、発生後の変化に違いがある。例えば、
手指によるマッサージを皮膚に対して行ったとき、一時的な皺および潜在的な皺が皮膚に
現われる。このとき、一時的な皺による皮膚の変位は、瞬時に大きく回復するのに対し、
潜在的な皺による皮膚の変位は、やや時間を掛けて回復する。
【００２５】
　これは、皺の発生が、皮膚の強度低下や弾力性の低下といった力学特性の変化と関係し
ていること起因している（例えば、非特許文献１および非特許文献２参照）。老化した皮
膚、つまり、顕在的な皺が形成される皮膚状態において、皮膚の伸展性および収縮性は低
下するため、一定面積に対して行った伸展によって発生するその後の収縮は、遅延する傾
向にある（例えば、非特許文献３参照）。
【００２６】
　そこで、本実施の形態に係る皺ケア支援装置は、皮膚に対するマッサージにおいて発生
した皺の発生後の変化に基づいて、かかる皺が潜在的な皺であるか否かを判定し、判定結
果をユーザに提示する。なお、一次的な皺であっても、かかる皺による皮膚の変位が完全
に解消するまでには１～２秒ほど掛かる。このため、皺の発生後の変化の様子は、一般的
な動画カメラの画像からでも十分に観察可能である。
【００２７】
　＜装置の構成＞
　まず、本実施の形態に係る皺ケア支援装置の構成について説明する。
【００２８】
　なお、本実施の形態において、皺ケア支援装置は、デジタルカメラ、タッチパネル付き
液晶ディスプレイ、および無線通信回路を備えた、タブレット型端末の形態を採る。また
、本実施の形態において軽減の対象となるのは、皺ケア支援装置のユーザの顔の皺である
。
【００２９】
　図２は、本実施の形態に係る皺ケア支援装置の構成の一例を示すブロック図である。
【００３０】
　図２において、皺ケア支援装置１００は、付加情報取得部１１０、画像取得部１２０、
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皺検出部１３０、皺変化検出部１４０、情報格納部１５０、皺ケア情報判定部１６０、お
よび情報出力部１７０を有する。
【００３１】
　付加情報取得部１１０は、ユーザ（皮膚の主）の年齢、ユーザの周囲の気温、およびユ
ーザの周囲の湿度、のうち少なくとも１つを含む付加情報を取得する。より具体的には、
付加情報取得部１１０は、上記タッチパネル付き液晶ディスプレイを介して、付加情報の
入力操作をユーザから受け付ける。あるいは、付加情報取得部１１０は、上記通信回路を
介して、インターネット等の通信ネットワーク上に配置されたサーバにアクセスして、付
加情報を受信する。そして、付加情報取得部１１０は、取得した付加情報を、皺ケア情報
判定部１６０へ出力する。
【００３２】
　本実施の形態において、付加情報は、ユーザの年齢（以下「ユーザ年齢」という）、ユ
ーザの周囲の気温、およびユーザの周囲の湿度の全てを含むものとする。
【００３３】
　画像取得部１２０は、ユーザの顔の皮膚を撮影した画像を取得する。より具体的には、
画像取得部１２０は、上述のデジタルカメラを介して、３０～６０Ｈｚ（ヘルツ）のフレ
ームレート（周期）でユーザの顔の映像を撮影する。そして、画像取得部１２０は、撮影
された映像を構成する各フレーム画像を、順次、皺検出部１３０へ出力する。また、画像
取得部１２０は、映像の代表画像を、情報出力部１７０へ出力する。代表画像は、例えば
、上述のマッサージの開始時に撮影された画像である。
【００３４】
　皺検出部１３０は、入力された各画像について、画像から顔の特定の領域を検出し、検
出された領域に限定して、皺を検出する処理（以下「皺検出処理」という）を行う。
【００３５】
　より具体的には、皺検出部１３０は、皺が発生し易いことが知られている、目尻、唇周
辺、および法令線周辺等の領域を、かかる特定の領域（以下「判定対象領域」という）と
して、画像から検出する。かかる検出は、例えば、目、鼻、および口等の顔部品について
の画像パターンマッチング等、公知の画像認識処理により行われる。
【００３６】
　そして、皺検出部１３０は、入力された画像に対し、検出された判定対象領域に限定し
て、特許文献２に記載の手法等の公知の皺検出処理により、所定のレベル以上の皺の検出
を行う。皺検出部１３０は、検出された皺のそれぞれについて、顔部品に対する皺の相対
位置を示す位置情報を、皺変化検出部１４０へ出力する。すなわち、各時刻における所定
のレベル以上の皺の存在情報が、順次、皺変化検出部１４０に入力される。
【００３７】
　なお、皺のレベルとは、皺の深さ、皺の幅、皺の長さ、皺の量、および皺の密度等に関
連する、皺の強度を表す概念である。また、以下の説明における「皺」とは、上記所定の
レベル以上の皺を指すものとする。また、皺の位置情報は、皺の画像領域の範囲を示す。
【００３８】
　皺変化検出部１４０は、所定の刺激の付与によって皮膚に発生した皺の、発生後の変化
を検出する。より具体的には、皺変化検出部１４０は、ユーザの顔に対してマッサージが
行われている間、判定対象領域毎に皺判断結果を監視し、マッサージによって現れた皺が
検出されてから検出されなくなるまでの時間（以下「皺消滅時間」という）を判定する。
そして、皺変化検出部１４０は、各判定対象領域の皺消滅時間を、皺ケア情報判定部１６
０へ出力する。
【００３９】
　なお、皺変化検出部１４０は、例えば、皺の画像領域のうち、連続した閉じた領域のそ
れぞれを、独立した皺として扱う。また、皺変化検出部１４０は、例えば、撮影時刻が異
なる画像間で、画像領域が所定の割合以上（例えば５０％以上）で重複する皺を、同一の
皺として扱う。
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【００４０】
　また、皺消滅時間は、判定の対象となる時間において皺が消滅しなかった場合、当該判
定の対象となる時間の長さとする。また、皺変化検出部１４０は、判定対象領域毎に皺消
滅時間の平均値を算出し、算出された値を、判定対象領域の皺消滅時間の代表値とする。
【００４１】
　情報格納部１５０は、皺種別テーブルを予め格納する。皺種別テーブルは、上述の皺消
滅時間毎に、皺ケアに関する情報として、皺の種別を記述したテーブルである。
【００４２】
　図３は、皺種別テーブルの一例を示す図である。
【００４３】
　図３に示すように、皺種別テーブル２１０は、ユーザ年齢２１１と皺消滅時間２１２と
の組み合わせ毎に、皺種別２１３を記述している。
【００４４】
　例えば、「４０代」というユーザ年齢２１１と「２秒～６秒」という皺消滅時間２１２
との組み合わせには、「潜在的」という皺種別２１３が記述されている。これは、ユーザ
が４０代の場合、マッサージを行ったときの皺消滅時間が２秒以上かつ６秒未満である皺
が、潜在的な皺であるということを示す。
【００４５】
　なお、情報格納部１５０は、ユーザの周囲の気温（以下、単に「気温」という）と、ユ
ーザの周囲の湿度（以下、単に「湿度」という）との組み合わせ毎に、皺種別テーブル２
１０を格納しているものとする。これは、皺の状態は同一であっても、気温および湿度に
応じて皺消滅時間が異なってくるためである。図３に示す皺種別テーブル２１０は、例え
ば、気温が２３℃で湿度が５０％の場合の例である。
【００４６】
　また、このような皺種別テーブル２１０は、各種のユーザ年齢、気温、および湿度の組
み合わせパターンについて、実験や経験則に基づき生成される。
【００４７】
　図２の皺ケア情報判定部１６０は、情報格納部１５０に格納された皺種別テーブル２１
０（図３参照）を参照して、判定対象領域毎に、当該領域で検出された皺を軽減するため
の皺ケアに関する情報を判定する。より具体的には、皺ケア情報判定部１６０は、入力さ
れた付加情報の内容および皺消滅時間の代表値に対応する皺種別を、検出された皺の皺種
別とする。そして、皺ケア情報判定部１６０は、各判定対象領域の判定結果を、情報出力
部１７０へ出力する。
【００４８】
　情報出力部１７０は、入力された各判定対象領域の判定結果を、上記タッチパネル付き
液晶ディスプレイを介して出力する。より具体的には、情報出力部１７０は、入力された
代表画像に各判定対象領域の判定結果を示す画像を重畳して、情報表示画像を生成する。
そして、情報出力部１７０は、生成した情報表示画像を、上記タッチパネル付き液晶ディ
スプレイに表示させる。
【００４９】
　なお、皺ケア支援装置１００は、図示しないが、例えば、ＣＰＵ、制御プログラムを格
納したＲＯＭ等の記憶媒体、およびＲＡＭ等の作業用メモリを有する。また、上述のデジ
タルカメラ、タッチパネル付き液晶ディスプレイ、および無線通信回路は、例えば、ＣＰ
Ｕによって動作を制御される。この場合、上記した各部の機能は、ＣＰＵが制御プログラ
ムを実行することにより実現される。
【００５０】
　このような構成を有する皺ケア支援装置１００は、マッサージを行ったときの皺消滅時
間に基づいて、ユーザの顔の皺の種別を判定し、判定結果をユーザあるいはマッサージを
行う他の人に提示することができる。
【００５１】
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　＜装置の動作＞
　次に、皺ケア支援装置１００の動作について説明する。
【００５２】
　図４は、皺ケア支援装置１００の動作の一例を示すフローチャートである。
【００５３】
　なお、ここでは、説明の簡便化のため、判定対象領域が１つであり、かかる領域から検
出され得る皺が１つである場合の動作を例示する。
【００５４】
　ステップＳ１０１０において、付加情報取得部１１０は、ユーザの付加情報を取得する
。取得される付加情報は、例えば、「ユーザ年齢：４０代、気温：２３℃、湿度：５０％
」という内容である。
【００５５】
　ステップＳ１０２０において、皺変化検出部１４０は、ユーザに対してマッサージ開始
を指示する。かかる指示は、例えば、上記タッチパネル付き液晶ディスプレイに、どのよ
うにマッサージを行うかを示すガイダンス画像を表示することにより行われる。
【００５６】
　ステップＳ１０３０において、画像取得部１２０は、上記カメラを用いてユーザの顔を
撮影し、１フレーム分の顔の画像を取得する。
【００５７】
　ステップＳ１０４０において、皺検出部１３０は、取得された画像から判定対象領域を
検出する。
【００５８】
　ステップＳ１０５０において、皺検出部１３０は、検出された判定対象領域に対して、
皺検出処理を行う。
【００５９】
　ステップＳ１０６０において、皺変化検出部１４０は、判定対象領域から皺が検出され
たか否かを判断する。皺変化検出部１４０は、皺が検出されていない場合（Ｓ１０６０：
ＮＯ）、処理をステップＳ１０７０へ進める。
【００６０】
　ステップＳ１０７０において、皺変化検出部１４０は、ユーザ操作等により処理の終了
を指示されたか否かを判断する。皺変化検出部１４０は、処理の終了を指示されていない
場合（Ｓ１０７０：ＮＯ）、処理をステップＳ１０３０へ戻す。
【００６１】
　一方、皺が検出された場合（Ｓ１０６０：ＹＥＳ）、皺変化検出部１４０は、処理をス
テップＳ１０８０へ進める。また、このとき、皺変化検出部１４０は、皺消滅時間を検出
するための計時を開始する。なお、ここで検出され得る皺には、マッサージによって現わ
れる一時的な皺および潜在的な皺の他、マッサージを行う前から現われている顕在的な皺
も含まれる。
【００６２】
　ステップＳ１０８０～Ｓ１１００において、皺ケア支援装置１００は、上述のステップ
Ｓ１０３０～１０５０と同様の処理を、次の画像について行う。
【００６３】
　ステップ１１１０において、皺変化検出部１４０は、ステップＳ１０６０において検出
された皺が検出されなくなった、あるいは、ステップＳ１０６０からの経過時間が所定の
上限値に達してタイムオーバとなったという、２つの条件のうち少なくとも１つが満たさ
れているか否かを判断する。
【００６４】
　皺変化検出部１４０は、皺が検出されており、かつ、タイムオーバとなっていない場合
（Ｓ１１００：ＮＯ）、処理をステップＳ１０８０へ戻す。また、皺変化検出部１４０は
、皺が検出されなくなった、あるいは、タイムオーバとなった場合（Ｓ１１１０：ＹＥＳ
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）、処理をステップＳ１１２０へ進める。このとき、皺変化検出部１４０は、ステップＳ
１０６０で皺が検出されてからの経過時間を、皺消滅時間として取得する。
【００６５】
　ステップＳ１１２０において、皺ケア情報判定部１６０は、皺種別テーブル２１０（図
３参照）を参照し、付加情報および皺消滅時間に基づいて、検出された皺の皺種別を判定
する。
【００６６】
　そして、ステップＳ１１３０において、情報出力部１７０は、判定結果、つまり、判定
された皺種別を示す情報表示画像を出力する。
【００６７】
　そして、ステップＳ１１３０の処理が完了すると、皺ケア支援装置１００は、一連の処
理を終了する。また、皺ケア支援装置１００は、皺変化検出部１４０において、処理の終
了を指示されたと判断した場合（Ｓ１０７０：ＹＥＳ）も、一連の処理を終了する。
【００６８】
　なお、判定対象領域から検出される皺が複数である場合、皺ケア支援装置１００は、ス
テップＳ１０５０～Ｓ１１１０の処理を、皺毎に実行すればよい。また、判定対象領域が
複数の場合、皺ケア支援装置１００は、ステップＳ１１２０の処理を、判定対象領域毎に
実行すればよい。
【００６９】
　判定対象領域が複数存在する場合、その全てを同時に手指でマッサージすることは難し
い。この点、ユーザは、マッサージを行う箇所を変化させながら、皺ケア支援装置１００
を用いて皺消失時間の検出を継続して行うことにより、複数の判定対象領域のそれぞれに
ついて、順次、それぞれの領域に存在する皺の皺種別を確認することができる。
【００７０】
　また、マッサージ中の画像が皺の検出に使用されるため、指を広角からこめかみへと滑
らせるといった１つのマッサージ動作によって生じた皺が消滅したか否かを判断する前に
、次のマッサージ動作が開始されてしまう場合もある。すなわち、一時的な皺が消える最
大時間、あるいは、潜在的な皺が消える最大時間が経過しないうちに、次のマッサージ動
作が開始されてしまう場合がある。
【００７１】
　この場合、皺ケア支援装置１００は、新たに得られたフレーム画像から、ステップＳ１
０３０～Ｓ１１３０の処理（皺の観察）をやり直せばよい。なお、かかる場合が発生した
か否かは、例えば、ユーザ年齢に対応する潜在的な皺の皺消滅時間の最大値が経過する前
に、検出される皺のレベルが強くなったか否かを判断することにより、判定することがで
きる。
【００７２】
　このような動作により、皺ケア支援装置１００は、判定対象領域に存在する皺の皺消滅
時間を検出し、かかる皺の種別を判定して、情報表示画面により表示することができる。
【００７３】
　図５は、図４のステップＳ１１３０において出力される情報表示画面の一例を示す図で
ある。なお、複数の判定対象領域で皺が検出された場合を例示する。
【００７４】
　図５に示すように、情報表示画像３１０は、例えば、ユーザの顔３１１に、判定対象領
域毎の皺種別を表す画像３１２を重畳して表示する。また、情報表示画像３１０は、皺種
別を表す画像３１２の説明３１３を含む。
【００７５】
　例えば、眉間の判定対象領域には、潜在的な皺が存在することを示す画像３１２が重畳
されている。
【００７６】
　したがって、皺種別と適切な皺ケアとの関係を把握しているユーザは、このような情報
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表示画像３１０の提示を受けることにより、眉間の部分に対して、潜在的な皺に適した皺
ケアを行うことができる。
【００７７】
　なお、皺ケア支援装置１００は、皺毎に、各皺の皺消滅時間に基づいて皺の種別を判定
し、判定結果を表示してもよい。
【００７８】
　図６は、情報表示画面の他の例を示す図であり、図５に対応するものである。
【００７９】
　図６に示すように、情報表示画像３１０ｃは、例えば、ユーザの顔３１１に、皺毎の、
皺の位置、形状、および皺種別を表す画像３１２ｃを重畳して表示する。また、情報表示
画像３１０ｃは、画像３１２ｃの説明３１３ｃを含む。画像３１２ｃは、線状の画像であ
り、例えば、線種、太さ、色、あるいは点滅の仕方の違いにより、皺種別を表す。
【００８０】
　なお、潜在的な皺に対する皺ケアとしては、食事の改善（最適レシピや不足栄養素補給
）、筋力アップのための運動、規則正しい睡眠（肌のターンオーバー活性化が期待できる
ため）、血行促進や代謝アップのための顔のマッサージ、および紫外線対策等が有効であ
ることが知られている。また、顕在的な皺に対する皺ケアとしては、化粧や乳液や美容液
といったスキンケア用品による保湿、有効成分の補給、サプリメントや美容飲料の摂取、
顔のマッサージ、および洗顔方法の改善による乾燥防止と皮脂調整等が有効であることが
知られている。
【００８１】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上のように、本実施の形態に係る皺ケア支援装置１００は、顔に対してマッサージが
行われたときの皺消滅時間を検出し、検出された皺消滅時間の長さに基づいて皺の種別を
判定し、判定結果を出力する。これにより、皺ケア支援装置１００は、ユーザに対し、潜
在的な皺の存在を知らせることができ、かかる皺を効率良くケアする事を可能にする。
【００８２】
　（実施の形態３）
　本発明の実施の形態３は、皺ケアの内容を提示する場合の、本発明の具体的態様の一例
である。
【００８３】
　本実施の形態に係る皺ケア支援装置は、皺消滅時間に基づいて適切な皺ケアの内容を判
定し、判定した皺ケアの内容を、ユーザに対して推薦する。
【００８４】
　＜装置の構成＞
　まず、本実施の形態に係る皺ケア支援装置の構成について説明する。
【００８５】
　図７は、本実施の形態に係る皺ケア支援装置の構成の一例を示すブロック図であり、実
施の形態２の図２に対応するものである。図２と同一部分には同一符号を付し、これにつ
いての説明を省略する。
【００８６】
　図７において、皺ケア支援装置１００ａは、図２の情報格納部１５０、皺ケア情報判定
部１６０、および情報出力部１７０に代えて、情報格納部１５０ａ、皺ケア情報判定部１
６０ａ、および情報出力部１７０ａを有する。
【００８７】
　なお、皺ケア支援装置１００ａの構成のうち、情報格納部１５０ａ、皺ケア情報判定部
１６０ａ、および情報出力部１７０ａ以外の部分の構成は、実施の形態２の皺ケア支援装
置１００と同様である。
【００８８】
　情報格納部１５０ａは、皺ケアテーブルを予め格納する。皺ケアテーブルは、上述の皺
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消滅時間毎に、皺ケアに関する情報として、皺消滅時間に対応する種別の皺に適した皺ケ
アの内容を記述したテーブルである。
【００８９】
　図８は、皺ケアテーブルの一例を示す図である。
【００９０】
　図８に示すように、皺ケアテーブル２２０ａは、ユーザ年齢２２１ａと皺消滅時間２２
２ａとの組み合わせ毎に、ユーザに対して提案すべき皺ケアの内容（以下「提案ケア内容
」という）２２３ａを記述している。
【００９１】
　例えば、「４０代」というユーザ年齢２２１ａと「３秒～５秒」という皺消滅時間２２
２ａとの組み合わせには、「保湿剤、サプリメントを追加」という提案ケア内容２２３ａ
が記述されている。これは、ユーザが４０代の場合、マッサージを行ったときの皺消滅時
間が３秒～５秒である皺には、保湿剤の使用やサプリメントの追加が効果的であるという
ことを示す。
【００９２】
　なお、提案ケア内容２２３ａは、ここでは簡略化された内容を図示および説明している
が、より詳細かつ具体的な内容とすることが望ましい。
【００９３】
　例えば、４０代ユーザで皺消滅時間が２秒～３秒の場合、食事による皺ケアの提案ケア
内容２２３ａとして、肌の代謝を改善する食材、食材の組み合わせによるレシピ、食事の
量やタイミング等を含むことができる。また、マッサージによる皺ケアの提案ケア内容２
２３ａとして、手指やマッサージ冶具を顔の下から上に引き上げるような動線や、血行や
リンパの流れを考慮したマッサージのやり方を説明する、ガイダンス画像やガイダンス映
像を含むことができる。あるいは、保湿剤やサプリメントによる皺ケアの提案ケア内容２
２３ａとして、ユーザと同じタイプ（皺のレベルや皺の分布）の皺を有する消費者の口コ
ミや評判に基づいて統計的に決定された、ユーザにお薦めの商品の情報を含むことができ
る。
【００９４】
　また、情報格納部１５０ａは、実施の形態２の皺種別テーブル２１０と同様に、気温と
湿度との組み合わせ毎に、皺ケアテーブル２２０ａを格納しているものとする。図８に示
す皺ケアテーブル２２０ａは、例えば、気温が２３℃で湿度が５０％の場合の例である。
【００９５】
　また、このような皺ケアテーブル２２０ａは、各種のユーザ年齢、気温、および湿度の
組み合わせパターンについて、実験や経験則に基づき生成される。
【００９６】
　図７の皺ケア情報判定部１６０ａは、入力された付加情報の内容および皺消滅時間の代
表値に基づき、皺ケアテーブル２２０ａ（図８参照）を参照して、各判定対象領域で検出
された皺を軽減するのに適した提案ケア内容を判定する。そして、皺ケア情報判定部１６
０ａは、判定した提案ケア内容を、情報出力部１７０ａへ出力する。
【００９７】
　情報出力部１７０ａは、実施の形態２の情報出力部１７０と同様に、皺ケア情報判定部
１６０ａによる判定結果を示す画像を代表画像に重畳した、情報表示画像を生成する。但
し、生成する情報表示画像が示すのは、皺種別ではなく、提案ケア内容である。
【００９８】
　このような構成を有する皺ケア支援装置１００ａは、マッサージを行ったときの皺消滅
時間に基づいて適切な皺ケアの内容を判定し、ユーザに提案することができる。
【００９９】
　＜装置の動作＞
　次に、皺ケア支援装置１００ａの動作について説明する。
【０１００】
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　図９は、皺ケア支援装置１００ａの動作の一例を示すフローチャートであり、実施の形
態２の図４に対応するものである。図４と同一部分には同一ステップ番号を付し、これに
ついての説明を省略する。
【０１０１】
　ステップＳ１０１０～Ｓ１１１０の処理は、実施の形態２と同様である。皺ケア支援装
置１００ａは、皺変化検出部１４０は、検出されていた皺が検出されなくなった、あるい
は、タイムオーバとなった場合（Ｓ１１１０：ＹＥＳ）、処理をステップＳ１１２０ａへ
進める。
【０１０２】
　ステップＳ１１２０ａにおいて、皺ケア情報判定部１６０ａは、皺ケアテーブル２２０
ａ（図８参照）を参照し、付加情報および皺消滅時間に基づいて、検出された皺について
の提案ケア内容を判定する。
【０１０３】
　そして、ステップＳ１１３０ａにおいて、情報出力部１７０ａは、判定結果、つまり、
判定された提案ケア内容を示す情報表示画像を出力する。
【０１０４】
　このような動作により、皺ケア支援装置１００ａは、具体的な皺ケアの内容をユーザに
提示することができる。
【０１０５】
　図１０は、図９のステップＳ１１３０ａにおいて出力される情報表示画面の一例を示す
図であり、実施の形態２の図５に対応するものである。
【０１０６】
　図１０に示すように、情報表示画像３１０ａは、例えば、ユーザの顔３１１に、提案ケ
ア内容を適用すべき領域を表す画像３１４ａを重畳して表示する。また、情報表示画像３
１０は、かかる領域に対して適用すべき提案ケア内容の説明３１５ａを含む。
【０１０７】
　例えば、眉間の領域に画像３１４ａが表示され、「保湿材、サプリメントを追加、をお
勧めします」という提案ケア内容の説明３１５ａが表示されている。ユーザは、このよう
な情報表示画像３１０ａを提示されることにより、眉間の部分の皺（潜在的な皺を含む）
を軽減するための対策として、保湿材の使用やサプリメントの追加といった、適切な皺ケ
アを行うことができる。
【０１０８】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上のように、本実施の形態に係る皺ケア支援装置１００ａは、顔に対してマッサージ
が行われたときの皺消滅時間を検出し、検出された皺消滅時間の長さに基づいて適切な皺
ケアの内容を判定し、判定結果を出力する。これにより、皺ケア支援装置１００ａは、ユ
ーザに対し、潜在的な皺が存在する場合にその皺に適した皺ケアを提示することができ、
潜在的な皺を効率良くケアする事を可能にする。
【０１０９】
　すなわち、本実施の形態に係る皺ケア支援装置１００ａを用いることにより、ユーザは
、皺の種別と適切な皺ケアとの関係を把握していなくても、適切な皺ケアを速やかに選択
して実行することができる。
【０１１０】
　（実施の形態４）
　本発明の実施の形態４は、提示した皺ケアに対する評価を更に行う場合の、本発明の具
体的態様の一例である。
【０１１１】
　同一の種類および強度の皺に対して同一内容の皺ケアを行った場合でも、皺軽減の効果
には個人差がある。また、提案した皺ケアの実施状況にも、個人差がある。そこで、本実
施の形態に係る皺ケア支援装置は、ユーザに対して皺ケアを提案した後に、皺消滅時間を
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再度検出して、提案した皺ケアの効果を評価する。
【０１１２】
　＜装置の構成＞
　まず、本実施の形態に係る皺ケア支援装置の構成について説明する。
【０１１３】
　図１１は、本実施の形態に係る皺ケア支援装置の構成の一例を示すブロック図であり、
実施の形態３の図７に対応するものである。図７と同一部分には同一符号を付し、これに
ついての説明を省略する。
【０１１４】
　図１１において、皺ケア支援装置１００ｂは、図７の情報格納部１５０ａおよび情報出
力部１７０ａに代えて、情報格納部１５０ｂおよび情報出力部１７０ｂを有し、更に、皺
ケア評価部１８０ｂを有する。
【０１１５】
　なお、皺ケア支援装置１００ｂの構成のうち、情報格納部１５０ｂ、情報出力部１７０
ｂ、および皺ケア評価部１８０ｂ以外の部分の構成は、実施の形態３の皺ケア支援装置１
００ａと同様である。但し、付加情報取得部１１０および皺変化検出部１４０は、付加情
報および皺消滅時間を、皺ケア情報判定部１６０ａだけでなく皺ケア評価部１８０ｂにも
それぞれ出力する。
【０１１６】
　情報格納部１５０ｂは、皺ケアテーブル２２０ａ（図８参照）に加えて、評価テーブル
および追加皺ケアテーブルを予め格納する。評価テーブルは、提案ケア内容が行われた後
の皺消滅時間毎に、当該皺ケアの効果が十分にあったか否かを記述したテーブルである。
追加皺ケアテーブルは、提案ケア内容の効果が不十分である場合に行うべき皺ケアの内容
を、提案ケア内容が行われる前の皺消滅時間毎に記述したテーブルである。
【０１１７】
　なお、以下の説明において、提案ケア内容が行われる前は、「ケア前」といい、提案ケ
ア内容が行われた後は、「ケア後」という。
【０１１８】
　図１２は、評価テーブルの一例を示す図である。
【０１１９】
　図１２に示すように、評価テーブル２３０ｂは、ユーザ年齢２３１ｂと、ケア前の皺消
滅時間２３２ｂと、ケア後の皺解消時間の減少率２３３ｂとの組み合わせ毎に、ユーザに
対して提示した提案ケア内容の効果が十分であったか否かの判定２３４ｂを記述している
。
【０１２０】
　なお、皺解消時間の減少率２３３ｂは、ケア前の皺解消時間をＴ０、ケア後の皺解消時
間をＴと表すと、例えば、（Ｔ－Ｔ０）／Ｔ０で表される。皺解消時間の減少率２３３ｂ
は、つまり、皺の状態の改善の度合いを示す。
【０１２１】
　例えば、「４０代」というユーザ年齢２３１ｂと、「３秒～５秒」というケア前の皺消
滅時間２３２ｂと、「２０％未満」というケア後の皺解消時間の減少率２３３ｂとの組み
合わせには、「効果なし」という判定２３４ｂが記述されている。これは、ユーザが４０
代の場合、ケア前の皺消滅時間が３秒～５秒で、ケア後の皺解消時間の減少率が２０％未
満であった場合、提案ケア内容による皺ケアの効果が不十分であったということを示す。
【０１２２】
　図１３は、追加皺ケアテーブルの一例を示す図である。
【０１２３】
　図１３に示すように、追加皺ケアテーブル２４０ｂは、ユーザ年齢２４１ｂとケア前の
皺消滅時間２４２ｂとの組み合わせ毎に、皺ケアの効果が無い場合の次のケアの内容（以
下「追加提案ケア内容」という）２４３ｂを記述している。
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【０１２４】
　「４０代」というユーザ年齢２４１ｂと「３秒～５秒」というケア前の皺消滅時間２４
２ｂとの組み合わせには、「筋強化、紫外線対策を追加」という追加提案ケア内容２４３
ｂが記述されている。これは、ユーザが４０代の場合、ケア前の皺消滅時間が３秒～５秒
であって、提案ケア内容による皺ケアの効果が不十分であれば、提案ケア内容による皺ケ
アに加えて、筋強化や紫外線対策の追加を行うことが効果的であるということを示す。
【０１２５】
　なお、図１１の情報格納部１５０ｂは、実施の形態３の皺ケアテーブル２２０ａと同様
に、気温と湿度との組み合わせ毎に、評価テーブル２３０ｂおよび追加皺ケアテーブル２
４０ｂを格納しているものとする。図１２に示す評価テーブル２３０ｂおよび図１３に示
す追加皺ケアテーブル２４０ｂは、例えば、気温が２３℃で湿度が５０％の場合の例であ
る。
【０１２６】
　また、これらのような評価テーブル２３０ｂおよび追加皺ケアテーブル２４０ｂは、各
種のユーザ年齢、気温、および湿度の組み合わせパターンについて、実験や経験則に基づ
き生成される。
【０１２７】
　図１１の情報出力部１７０ｂは、皺ケア選択モードと、皺ケア評価モードという、２つ
のモードでそれぞれ異なる情報表示画像を生成して表示する。情報出力部１７０ｂは、皺
ケア選択モードにおいて、実施の形態３で説明した情報表示画像３１０ａ（図１０参照）
と同様の、提案ケア内容を提示する画像を表示する。そして、情報出力部１７０ｂは、皺
ケア評価モードにおいて、後述の皺ケア評価部１８０ｂが判定した追加提案内容を提示す
る画像を表示する。
【０１２８】
　なお、皺ケア選択モードと皺ケア評価モードとの切り替えは、画像取得部１２０等の皺
ケア支援装置１００ｂのいずれかの装置部が、提案ケア内容の提示を行ってからの経過時
間（例えば１週間）に基づいて行ってもよいし、ユーザ操作を受けて行ってもよい。
【０１２９】
　皺ケア評価部１８０ｂは、皺ケア選択モードにおいて、ケア前に入力された判定対象領
域毎の皺消滅時間を、情報格納部１５０ｂに格納させる。
【０１３０】
　また、皺ケア評価部１８０ｂは、皺ケア評価モードにおいて、ケア前に検出された皺消
滅時間と、ケア後に入力された皺消滅時間とに基づいて、提案ケア内容に基づいて実行さ
れたと推定される皺ケアの有効性を評価する。
【０１３１】
　より具体的には、皺ケア評価部１８０ｂは、情報格納部１５０ｂに格納された評価テー
ブル２３０ｂ（図１２参照）を参照して、判定対象領域毎に、上記ケア後の皺消滅時間の
減少率に基づき、提案ケア内容の効果が十分であるか否かを判定する。皺ケア評価部１８
０ｂは、効果が不十分であると判定した場合、提案ケア内容が情報格納部１５０ｂに格納
された追加皺ケアテーブル２４０ｂ（図１３参照）を参照し、ユーザ年齢とケア前の皺消
滅時間とに基づいて、ユーザに提示すべき追加提案ケア内容を判定する。
【０１３２】
　そして、皺ケア評価部１８０ｂは、判定した追加提案ケア内容を、情報出力部１７０ｂ
へ出力する。
【０１３３】
　情報出力部１７０ｂは、皺ケア選択モードにおいて、実施の形態３の情報出力部１７０
ａと同様の動作を行う。また、情報出力部１７０ｂは、皺ケア評価モードにおいて、皺ケ
ア評価部１８０ｂによる判定結果を示す画像を代表画像に重畳した、情報表示画像を生成
して表示する。
【０１３４】
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　このような構成を有する皺ケア支援装置１００ｂは、ユーザに提案した皺ケアの有効性
を評価し、必要に応じて、追加で行うべき皺ケアをユーザに提案することができる。
【０１３５】
　＜装置の動作＞
　次に、皺ケア支援装置１００ｂの動作について説明する。
【０１３６】
　図１４は、皺ケア支援装置１００ｂの動作の一例を示すフローチャートであり、実施の
形態３の図９に対応するものである。図９と同一部分には同一ステップ番号を付し、これ
についての説明を省略する。
【０１３７】
　ステップＳ１０００ｂにおいて、皺ケア支援装置１００ｂは、例えば画像取得部１２０
において、皺ケア選択モードであるか否かを判断する。皺ケア支援装置１００ｂは、皺ケ
ア選択モードではない場合（Ｓ１０００ｂ：ＮＯ）、処理を後述のステップＳ２０００ｂ
へ進める。
【０１３８】
　皺ケア支援装置１００ｂは、皺ケア選択モードである場合（Ｓ１０００ｂ：ＹＥＳ）、
図９のステップＳ１０１０～１１３０ａの処理を実行して、ステップＳ１１４０ｂへ進む
。すなわち、皺ケア支援装置１００ｂは、ユーザの顔の皺に対して行うべき皺ケアの内容
を提案する。
【０１３９】
　ステップＳ１１４０ｂにおいて、皺ケア評価部１８０ｂは、各判定対象領域のケア前の
皺消滅時間を、情報格納部１５０ｂに記録する。
【０１４０】
　ステップＳ２０００ｂにおいて、皺ケア支援装置１００ｂは、例えば画像取得部１２０
において、皺ケア評価モードであるか否かを判断する。皺ケア支援装置１００ｂは、皺ケ
ア評価モードではない場合（Ｓ２０００ｂ：ＮＯ）、処理を後述のステップＳ３０００ｂ
へ進める。
【０１４１】
　皺ケア支援装置１００ｂは、皺ケア評価モードである場合（Ｓ２０００ｂ：ＹＥＳ）、
図９のステップＳ１０１０～１１１０の処理を実行して、ステップＳ２０１０ｂへ進む。
すなわち、皺ケア支援装置１００ｂは、付加情報を取得するとともに、各判定対象領域の
ケア後の皺消滅時間を検出する。
【０１４２】
　ステップＳ２０１０ｂにおいて、皺ケア評価部１８０ｂは、ケア前の皺解消時間とケア
後の皺解消時間とに基づいて、皺解消時間の減少率を算出する。
【０１４３】
　ステップＳ２０２０ｂにおいて、皺ケア評価部１８０ｂは、評価テーブル２３０ｂ（図
１２参照）を参照し、付加情報および算出された皺解消時間の減少率に基づいて、皺ケア
の効果の有無を判定する。
【０１４４】
　ステップＳ２０３０ｂにおいて、皺ケア評価部１８０ｂは、追加皺ケアテーブル２４０
ｂ（図１３参照）を参照し、皺ケアの効果が無かった（低い）場合の追加提案ケア内容を
判定する。但し、皺ケア評価部１８０ｂは、皺ケアの効果があった（高い）場合、かかる
判定を行わなくてもよい。
【０１４５】
　ステップＳ２０４０ｂにおいて、皺ケア評価部１８０ｂは、判定結果を出力する。より
具体的には、皺ケア評価部１８０ｂは、皺ケアの効果があったと判定した場合、皺ケアの
効果があった事、あるいは、提案ケア内容を継続すべきであるということを示す情報表示
画像を生成して表示し、皺ケアの効果が無かったと判定した場合、追加提案ケア内容を示
す情報表示画像を生成して表示する。
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【０１４６】
　そして、ステップＳ３０００ｂにおいて、皺ケア支援装置１００ｂは、例えば画像取得
部１２０において、ユーザ操作等により皺ケアに関する処理の終了を指示されたか否かを
判断する。皺ケア支援装置１００ｂは、処理の終了を指示されていない場合（Ｓ３０００
ｂ：ＮＯ）、処理をステップＳ１０００ｂへ戻し、モード判定を繰り返す。また、皺ケア
支援装置１００ｂは、処理の終了を指示された場合（Ｓ３０００ｂ：ＹＥＳ）、一連の処
理を終了する。
【０１４７】
　このような動作により、皺ケア支援装置１００ｂは、提案ケア内容を、その効果の有無
に基づいて評価し、必要に応じて、追加提案ケア内容をユーザに提案することができる。
【０１４８】
　図１５は、図１４のステップＳ２０４０ｂにおいて出力される情報表示画面の一例を示
す図であり、実施の形態３の図１０に対応するものである。
【０１４９】
　図１５に示すように、情報表示画像３２０ｂは、例えば、ユーザの顔３２１ｂに、追加
提案ケア内容を適用すべき領域を表す画像３２２ｂを重畳して表示する。また、情報表示
画像３２０ｂは、かかる領域に対して適用すべき追加提案ケア内容の説明３２３ｂを含む
。
【０１５０】
　例えば、眉間の領域に画像３２２ｂが表示され、「筋強化、紫外線対策の追加、をお勧
めします」という追加提案ケア内容の説明３２３ｂが表示されている。ユーザは、このよ
うな情報表示画像３２０ｂを提示されることにより、眉間の部分の皺（潜在的な皺を含む
）を軽減するための新たな対策として、筋肉の強化や紫外線対策の追加といった、皺に適
した皺ケアを行うことができる。
【０１５１】
　なお、皺ケア支援装置１００ｂは、皺ケアの提案を一旦行った後は、皺ケア評価モード
のみを定期的に繰り返し行ってもよい。この場合、皺ケア支援装置１００ｂは、皺ケア評
価モードにおいても各判定対象領域の皺消滅時間を記録しておき、次の評価において、か
かる皺消滅時間を、ケア前の皺消滅時間として取り扱えばよい。これにより、皺ケア支援
装置１００ｂは、最適な皺ケアの内容を、随時、提案し続けることができる。
【０１５２】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上のように、本実施の形態に係る皺ケア支援装置１００ｂは、ユーザに対して提案し
た皺ケアの前後での皺消滅時間の変化を検出し、検出された皺消滅時間の変化に基づいて
、かかる皺ケアの効果の評価を行い、評価結果を出力する。これにより、皺ケア支援装置
１００ｂは、皺ケアの効果が低い場合に、ユーザに対しその旨を通知し、ユーザがより適
切な皺ケアを選択するのを促すことができる。
【０１５３】
　また、本実施の形態に係る皺ケア支援装置１００ｂは、皺ケアの効果が低い場合に、ケ
ア前の皺消滅時間に基づいて、適切な追加提案ケア内容をユーザに提示する。これにより
、皺ケア支援装置１００ｂは、皺ケアの効果が低い場合に、ユーザに対しより適切な皺ケ
アを具体的に提案することができる。
【０１５４】
　すなわち、本実施の形態に係る皺ケア支援装置１００ｂは、皺ケアの効果にばらつきが
生じる場合であっても、ユーザが潜在的な皺を効率良くケアする事を可能にする。
【０１５５】
　なお、皺ケア支援装置１００ｂは、提案ケア内容の評価結果のみを、ユーザに提示して
もよい。この場合、ユーザは、例えば、提案ケア内容を継続すべきか否かを判断すること
ができる。
【０１５６】
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　（各実施の形態の変形例）
　なお、以上説明した各実施の形態に係る皺ケア支援装置が提案する皺ケアの対象は、上
述の例に限定されない。皺ケアの対象は、例えば、首や腹部等、身体の他の部分の皮膚で
もよい。
【０１５７】
　また、皺の状態の変化を判定するために皮膚に対して行う所定の刺激は、上述の例（マ
ッサージ）に限定されない。かかる刺激は、少なくとも、潜在的な皺を、画像等のセンサ
により検出可能な皺として皮膚上に顕出させる刺激であればよく、例えば、皮膚を摘む、
引っ張る、圧縮する等の刺激であってもよいし、表情の変化等であってもよい。
【０１５８】
　例えば、皺ケア支援装置は、笑い顔、困り顔、泣き顔、怒り顔等の所定の複数の表情を
ユーザに作るように画像や音声により指示し、各表情における皺の状態を検出してもよい
。そして、皺ケア支援装置は、各表情における検出結果を総合的に解析して、潜在的な皺
を検出（判定）してもよい。かかる解析には、統計処理を利用することができる。すなわ
ち、皺ケア支援装置は、例えば、このようなタイプの場合には将来的にこの部分に皺が増
え易い、といった解析を行い、ユーザに対して潜在的な皺の可能性を提示する。
【０１５９】
　また、各実施の形態に係る皺ケア支援装置が検出の対象とする、上記刺激が行われたと
きの皺の状態の変化は、上述の例（皺消滅時間）に限定されない。皺の状態の変化は、例
えば、皺が発生してから所定の時間が経過した時点（例えば３秒後）における皺のレベル
の変化であってもよい。
【０１６０】
　また、各実施の形態に係る皺ケア支援装置は、皺の状態の変化以外の情報に基づいて、
皺種別判定の精度の向上（補強）を図ってもよい。例えば、人の骨格や筋の状態は、皮膚
の状態と相関を有する。したがって、皺ケア情報判定部は、例えば、ＭＲＩ（Magnetic R
esonance Imaging）やＣＴ（Computed Tomography）により得られたユーザの骨格や筋の
状態に関する情報を取得し、かかる情報に基づいて皺種別を判定してもよい。
【０１６１】
　また、各実施の形態に係る皺ケア支援装置が判定および出力の対象とする、皺が潜在的
な皺であるか否かに対応付けられた情報は、上述の例（皺種別あるいは皺ケアの内容）に
限定されない。かかる情報は、例えば、皺のレベルや、皺ケアの必要性の度合いであって
もよい。
【０１６２】
　また、各実施の形態に係る皺ケア支援装置の判定の単位は、上述の例（判定対象領域）
に限定されない。かかる判定は、例えば、皮膚の全部分を細かく分割したブロックや、一
本一本の皺を単位として行われてもよい。
【０１６３】
　また、各実施の形態に係る皺ケア支援装置は、潜在的な皺のみを対象として、皺種別の
判定や、適切な皺ケアの内容の判定を行ってもよい。一時的な皺は、皺ケアに必要性が低
く、また、顕在的な皺は、ユーザ自身で認識し易いためである。
【０１６４】
　また、潜在的な皺は、皺消滅時間や皺のレベルに応じて、複数の細分化された皺種別に
分類されていてもよい。また、この場合、第２の実施の形態に係る皺ケア支援装置は、か
かる細分化された皺種別のそれぞれに対応付けて提案ケア内容が記述されたテーブルを用
いて、提案ケア内容を決定することが望ましい。
【０１６５】
　また、各実施の形態に係る皺ケア支援装置の構成の一部は、皺ケア支援装置の構成の他
の部分と物理的に離隔していてもよい。この場合、それらの構成は、互いに通信を行うた
めの通信部をそれぞれ備える必要がある。
【０１６６】
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　＜本開示のまとめ＞
　本開示の皺ケア支援装置は、所定の刺激の付与によって皮膚に発生した皺の、発生後の
変化を検出する皺変化検出部と、検出された前記変化に基づいて、前記皺が潜在的な皺で
あるか否かに対応付けられた情報を判定する皺ケア情報判定部と、判定された前記情報を
出力する情報出力部と、を有する。
【０１６７】
　なお、上記皺ケア支援装置は、前記皮膚を撮影した画像を取得する画像取得部と、取得
された前記画像から前記皺の検出を行う皺検出部と、を有し、前記変化は、前記所定の刺
激の付与により現われた前記皺が検出されてから検出されなくなるまでの皺消滅時間を含
んでもよい。
【０１６８】
　また、上記皺ケア支援装置は、前記皺消滅時間毎に皺ケアに関する情報を対応付けて記
述したテーブルを予め格納する情報格納部、を有し、前記皺ケア情報判定部は、前記テー
ブルを参照して、検出された前記皺消滅時間に対応する前記皺ケアに関する情報を判定し
てもよい。
【０１６９】
　また、上記皺ケア支援装置は、前記皮膚の主の年齢、前記皮膚の周囲の気温、および前
記皮膚の周囲の湿度、のうち少なくとも１つを含む付加情報を取得する付加情報取得部、
を有し、前記テーブルは、前記付加情報の内容毎に、前記皺ケアに関する情報を対応付け
て記述し、前記皺ケア情報判定部は、前記テーブルを参照して、取得された前記付加情報
に対応する前記情報を判定してもよい。
【０１７０】
　また、上記皺ケア支援装置において、前記皺ケアに関する情報は、前記皺の種別を含み
、前記皺の種別は、潜在的な皺を少なくとも含んでもよい。
【０１７１】
　また、上記皺ケア支援装置において、前記皺ケアに関する情報は、前記皺ケアの内容を
含み、前記皺ケアの内容は、潜在的な皺に適した皺ケアの内容を少なくとも含んでもよい
。
【０１７２】
　また、上記皺ケア支援装置において、前記皺検出部は、取得された前記画像から顔の特
定の領域を検出し、検出された前記領域に限定して前記皺の検出を行ってもよい。
【０１７３】
　また、上記皺ケア支援装置は、前記情報を出力する前に検出された前記皺消滅時間と、
前記情報を出力した後に検出された前記皺消滅時間と、に基づいて、出力された前記情報
に基づいて実行されたと推定される皺ケアの有効性を評価する皺ケア評価部、を有しても
よい。
【０１７４】
　また、上記皺ケア支援装置において、前記所定の刺激は、手指による皮膚のマッサージ
を含んでもよい。
【０１７５】
　本開示の皺ケア支援方法は、所定の刺激の付与によって皮膚に発生した皺の、発生後の
変化を検出するステップと、検出された前記変化に基づいて、前記皺が潜在的な皺である
か否かに対応付けられた情報を判定するステップと、判定された前記情報を出力するステ
ップと、を有する。
【産業上の利用可能性】
【０１７６】
　本発明は、潜在的な皺を効率良くケアする事を可能にする皺ケア支援装置および皺ケア
支援方法として有用である。
【符号の説明】
【０１７７】
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　１００、１００ａ、１００ｂ　皺ケア支援装置
　１１０　付加情報取得部
　１２０　画像取得部
　１３０　皺検出部
　１４０　皺変化検出部
　１５０、１５０ａ、１５０ｂ　情報格納部
　１６０、１６０ａ　皺ケア情報判定部
　１７０、１７０ａ、１７０ｂ　情報出力部
　１８０ｂ　皺ケア評価部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】
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